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オープンアクセス化とは

論文のオープンアクセス化とは、簡潔に言うと、誰でもWebを通じて無料で自
由に論文へアクセスできるようにすることです。（以下「OA」という。）

オープンアクセス化を推進すると

（１）学術研究の発展

論文のオープンアクセス化が拡大すれば、学術情報が様々な制約なく流通・入手することが可
能となり、学術研究の発展に寄与します。また、異なる分野の研究成果に触れることも容易になる
ため、研究の幅が広がり、さらには、世界の国々の情報格差の解消にも役立ちます。

（２）研究者自身にとって

論文を発表した研究者自身にとっても、自らの研究成果に関する情報発信力が高まり、様々な利
点が期待されます。例えば、少し古いデータになりますが、物理学の分野で、同じ学術誌に掲載さ
れた論文の被引用数についてOA論文とそれ以外を比較すると、約2.5～5.8倍の差があったとする
報告があります。

日本学術振興会ＨＰより



OAの手法
1. オープンアクセス雑誌

• ゴールドＯＡ
• 投稿者がＡＰＣを支払う。
• 論文の全てが出版社サイトから無料で閲覧可能

• ハイブリッドＯＡ
• 投稿者がOAについて選択が可能で、OAとする場合は投稿者がAPCを支払う。
• OAとした論文は出版社サイトから無料で閲覧可能
• ＯＡとしなかった論文は出版社サイトから雑誌購読者のみが閲覧可能

• グリーンOＡ
• 雑誌購読者のみが出版社サイトから参照可能
• エンバーゴ期間（公開猶予期間：12、24か月が多い）を過ぎればセルフアーカイブが可能

2. セルフアーカイブ
• 機関リポジトリに掲載し、OAとする。

• 雑誌掲載にかかる査読が終了した著者最終稿（が多い）を掲載します。
• 本学では「福井大学リポジトリ」（以下「リポジトリ」という。）です。

• プレプリントサーバー（学術分野ごと）への掲載し、OAとする。
• 正式な論文として発表される前段階の原稿を掲載します。
• バイオ分野：bioRxiv、医学分野：medRxiv、経済学分野：RePEc 、物理学・数学・コンピューター科
学分野： arXivなど

APC（Article Processing Charges：論文掲載料、論文処理費用）
論文をOAにするための出版費用として、著者が負担する費用



転換契約
オープンアクセス雑誌によるOA

本学では、2023年より一部の電子ジャーナルパッケージに導入



転換契約とは
• 雑誌購読費用をAPCに転換させることで、OA出版の拡大を図る。

• 具体的には…

• 出版社の電子ジャーナルパッケージ（以下「パッケージ」という。）に導入されている。

• パッケージ料金に出版社がAPC支払実績等から算出した金額を加算した転換契約料金を支払うこ
とで、パッケージに含まるタイトルについて、APC支払が不要なOA投稿枠（以下「OA無料枠」
という。）を確保することができる。

• OA無料枠数を使い切った場合やOA無料枠を使わない場合でOAとするには、APC支払が発生する。

• 転換契約に伴う加算分費用の確保について検討する必要がある。

OA以外
10論文

OA投稿
２論文

パッケージ
購読費用

200万円

APC支払
70万円

OA無料枠

1３論文

転換契約
料金

270万円

転換

• 右の図は、一例です。
実際の契約には、加算額及び
OA無料枠数の算出方法につい
て違いがあります。

• 2021年のAPC支払の平均単価
は約35万円でした。

転換契約現在の実績及び契約



本学が契約するパッケージ（以下「転換パッケージ」という。）

転換パッケージ名 購読部門
OA無料
枠数

OA無料枠の適用条件（原則）
・附属図書館が確認し担当教員と調整

APC
割引率

Wiley 医学部 30
・先着順
・JIF・Quartile：Ｑ２以上

5%

Springer Nature 
Core

附属図書館 16 ・先着順 -

Rockefeller 
University Press

医学部 制限なし - -

ＲＳＣ 工学部 ６
【工学部で管理】
・工学部が定める規定による。

・JIF・Quartile（同分野のジャーナルをJournal Impact Factorに並べた時の四分位)
→ Q1：その分野でベスト25%以内、Q2：その分野でベスト25%～50%以内

本学の研究者が筆頭著者・責任著者である論文が対象
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・医学部（高エネ、子どもセ、ライフ）教員が著者に含まれる論文
・原著論文



転換パッケージに投稿するとき

• OA無料枠の対象の場合
• OA無料枠を選択してください。

• 但し、若手研究者限定についてはご自身で判断の上、選択してください。

• JIF・Quartileなど条件については附属図書館が確認します。

• OA無料枠の対象でない場合やOA無料枠を利用しない場合
• OA料金が割引になる場合があります。

• ハイブリッド誌の場合は、OA以外での投稿が可能です。

• 出版社の論文投稿サイトで、転換契約に関する事項が提示されます。



OA無料枠の利用手続きイメージ（Wiley社の例）

投稿者

• OA無料枠として登録
（福井大学＋Open Access）

（結果のメールが届く）

• 投稿手続きを進める

附属図書館

（メールが届く）

• 適用条件の確認
（担当教員と調整）

• 結果を登録

出
版
社

論
文
投
稿
サ
イ
ト

※Wiley社の場合は、ゴールドOA誌は投稿時、ハイブリッドOA誌は掲載時に選択します。
※いずれの出版社も、論文投稿サイトへの登録とメールによる連絡で行います。



附属図書館OA支援のページ



福井大学リポジトリ
機関リポジトリによるOA



福井大学リポジトリの目的

• 研究成果の公開
研究成果を広く公開することにより、学術研究のさらなる発展に寄与

するとともに、社会に対する説明責任を果たし、地域貢献の推進や産学
連携の促進を図る。「福井大学オープンアクセス方針」（2021年3月24日役員会決定）

• 研究成果の集積
本学の学術成果を一元的に保存することで、永続的・効果的な集積を

図る。



福井大学リポジトリの機能

• 論文がインターネット上に公開されます。
• 著者最終稿などが掲載対象

• 次のサービスから検索が可能となります。
• Google Scholar

• CiNii Research （NII：国立情報学研究所）

• ディスカバリサービス
• 多くの大学図書館が導入：本学の「まるごと検索」）

• 上記の他、各出版社のサイト及びWeb of ScienceやPubMedなどのデータベース
を統合的に検索ができます。



リポジトリによるOAの流れ

1. 申請の準備
• 著者最終稿を用意してください。

• 責任著者以外の方が申請される場合は、共著者全ての方の許諾を取得して下さい。

2. 申請手続き
• 図書館HP

• 「福井大学リポジトリへの登録申請」のリンクより

• 総合データベース
• 研究活動として「論文」「講演・口頭発表」「著書」を登録する際のリポジトリ登録先の

リンクより

3. 附属図書館による調査及び論文公開
• 著作権について調査・確認を行います。（エンバーゴ期間も確認）

• 必要に応じて出版社・学会等へ公開の許諾を取ります。

• 不明な点については、研究者へ問い合わせます。

• 公開可能となった以降に論文を公開します。



まとめ

• 転換契約の活用
• 2023年より転換パッケージの契約を行っていますので、OA無料枠を選
択してください。
• 担当：OA-support@ml.u-fukui.ac.jp

• リポジトリへの登録
• 本学では、リポジトリによる公開及び研究成果の集積を行ってますで、
学術雑誌等に掲載された際には、リポジトリへ登録申請をお願いします。
• 担当：glibkikaku@ml.u-fukui.ac.jp


